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今号では
この中から
1つを選びました

1
月・2
月
の
各
議
会
で

犬
山
市
の
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、

犬
山
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

1
月
臨
時
議
会
（
１
日
間
・
1
月
20
日
）
は

　

○
市
長
提
出
議
案
……
…
…
…
…
１
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
定
例
議
会

　
（
25
日
間
・
2
月
25
日
〜
3
月
21
日
）
は

　

○
市
長
提
出
議
案
……
…
…
…
…
34
件

　

○
議
員
提
出
修
正
案
……
…
…
…
１
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
結
果
一
覧

は
こ
ち
ら

第
14
号
議
案　

犬
山
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
20
号
議
案　

令
和
7
年
度
犬
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
税
を
6
%
程
度
引
き
上

げ
ま
す
。

【
内
容
】

犬
山
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
の
議
論
や
答
申

を
踏
ま
え
、
令
和
7
年
度
国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
上

げ
ま
す
。

Pick upこ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
保
険
税
が
改

定
さ
れ
、
徐
々
に
値
上
げ
し
て

き
て
い
る
が
、
平
成
30
年
度
と

現
在
と
で
は
ど
れ
ぐ
ら
い
違
う

の
か
。

1
人
当
た
り
の
保
険
税
負
担

で
み
る
と
、
平
成
30
年
度
が

８
万
９
，４
５
７
円
、
令
和
6

年
度
が
12
万
１
，４
３
５
円
で
、

3
万
1
，9
7
8
円
の
増
（
35
・

7
%
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な

ど
で
上
昇
率
を
抑
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

国
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
解
消
し
、
県
下
統
一
の
保

険
料
率
と
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
愛
知
県
に
お
い

て
も
令
和
11
年
度
ま
で
の
法
定

外
繰
り
入
れ
の
解
消
を
求
め
て

い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
額
を
増
額
す
れ
ば
、
上

昇
率
を
抑
え
る
こ
と
も
可
能
で

は
あ
り
ま
す
が
、
令
和
11
年
度

ま
で
に
一
定
の
上
昇
率
で
法
定

外
繰
り
入
れ
を
解
消
す
る
た
め

に
は
、
上
昇
率
を
6
%
程
度
と

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
予
算
案
を
チ
ェ
ッ
ク

税
金
の
使
い
道
が
決
ま
り
ま
し
た

市
長
か
ら
令
和
7
年
度
の
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議

や
各
常
任
委
員
会
に
て
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全

て
の
予
算
案
が
提
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
令
和
7
年
度
の

税
金
の
使
い
道
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
主
な

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計予算
309億7,923万円

特別会計・企業会計予算
203億8,397万円

合　　　　計
513億6,320万円

屋
内
型
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
天
候
に
左
右

さ
れ
ず
に
遊
べ
る
屋
内
の
遊

び
場
を
ヨ
シ
ヅ
ヤ
犬
山
店
2

階
に
整
備
し
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
を
建
設

し
ま
す

2
市
2
町
で
新
し
い
広
域
ご

み
処
理
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

（
令
和
10
年
4
月
供
用
開
始
予
定
）

（
仮
称
）
新
羽
黒
保
育

園
、
羽
黒
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
令
和
8
年

4
月
オ
ー
プ
ン

民
設
民
営
の
保
育
園
が
開
園
、

羽
黒
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

も
同
時
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

4億7,464万円

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
と

エ
ナ
ジ
ー
サ
ポ
ー
ト
ア

リ
ー
ナ
を
改
修
し
ま
す

広
場
の
人
工
芝
の
全
面
張
替

え
と
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
フ

ロ
ア
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。2億1,439万円

城
東
中
学
校
整
備
の
基
本

設
計
を
進
め
ま
す

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

整
備
の
全
体
計
画
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
概
算
費
用
を
算
出
す
る
基

本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

4,137万円

都
市
計
画
道
路
蝉
屋
長
塚
線

の
用
地
測
量
を
進
め
ま
す

市
南
部
の
東
西
方
向
の
主
要

交
通
軸
を
整
備
し
、
交
通
環

境
の
改
善
、
円
滑
な
道
路
交

通
処
理
を
行
い
、
地
域
の
発

展
を
図
り
ま
す
。

5,882万円

3億3,135万円

2億9,067万円 令
和
7
年
度
予
算

（
新
規
主
要
事
業
）

は
こ
ち
ら
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日本共産党
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小川　隆広

聞
い
て
み
た
い
な

こ
ん
な
こ
と質

問

一

般
一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
な
ん
で
も
対
応
担
当
」
に
つ
い
て

「
な
ん
で
も
対
応
担
当
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
市
民
相
談
窓
口

と
何
が
異
な
る
の
か
。

現
在
、
市
民
相
談
は
、
市
民
の

方
か
ら
様
々
な
相
談
を
、
本

庁
舎
１
階
の
市
民
相
談
室
ま

た
は
電
話
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
相
談
内
容
は
市
役
所
業
務

に
関
す
る
事
柄
か
ら
、
国
や
県

な
ど
直
接
市
役
所
業
務
で
は

な
い
事
柄
、
家
庭
や
人
間
関

係
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
と
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
相
談
員
は
困
り

ご
と
の
解
決
に
つ
な
が
る
よ

う
、
ま
た
相
談
者
の
気
持
ち
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
、
知

識
と
経
験
を
活
か
し
、
弾
力

的
か
つ
柔
軟
な
対
応
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
時
代
や
環
境
の
変
化
と
と

も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化

が
予
想
さ
れ
る
問
い
合
わ
せ

や
相
談
に
、
よ
り
丁
寧
に
対

応
す
る
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
り
、
正
規
職
員
１
名
を
担

当
職
員
と
し
て
追
加
配
置
し

た
上
で
、「
な
ん
で
も
対
応
担

当
」
と
し
て
、
新
た
な
担
当

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
４

月
以
降
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の

相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割
は

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
可
能
な
限

り
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ

た
の
か
、
そ
の
経
過
も
含
め
、

案
件
ご
と
に
把
握
、
確
認
し
て

い
く
予
定
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
途
切
れ
な
い
対
応
が
よ

り
可
能
と
な
り
ま
す
。

１
月
臨
時
議
会
の
１
件
の
市
長
提
出
議
案
お
よ
び
２
月
定
例
議
会
の

34
件
の
市
長
提
出
議
案
、
１
件
の
議
員
提
出
修
正
案
の
う
ち
、
全
員

一
致
を
除
く
賛
否
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
主
な

討
論
の
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

議
会
の
主
な
議
案
等
に
チ
ェ
ッ
ク

提
出
議
案
等
に
賛
成
・
反
対
し
ま
し
た

討論

財産の無償貸付けに
ついて
（第1号議案）
（仮称）新羽黒保育
園用地

反対 岡
議員

保育事業を民設民営で進めることに
対し次の理由で反対。
①プロポーザルへの応募が1社のみ
②社会福祉法人ではなく株式会社
③羽黒のまちから離れた立地で地域
に根ざした保育が困難
④公立との格差の表面化

犬山市会計年度任用
職員の給与及び費用
弁償に関する条例の
一部改正について
（第9号議案修正案
　及び
　第9号議案）

修正案賛成
原案反対 岡村

議員

原案での給与改定は施行日が令和7
年4月1日であり、令和6年度分は遡
及されない。2年続けて遡及しない
ことは、職員の生活に大きな影響を
及ぼすものである。修正案のとおり
附則として必要事項を定めれば遡及
は可能である。

犬山市国民健康保険
税条例の一部改正に
ついて（第14号議案）

令和7年度犬山市国
民健康保険特別会計
予算
（第20号議案）

賛成 光清
議員

今回の条例改正は、国保運営協議会
において議論された結果を踏まえて
おり、国保事業の安定運営において
妥当である。

反対 小川隆広
議員

負担率の改善は根本的に国に対して
求めていくべきだが、現状負担限度
を超えており、税負担率の上昇を抑
制すべき。

令和7年度犬山市一
般会計予算
（第19号議案）

賛成 玉置
議員

予算全体は増額しているが、世代間
の負担のバランスを考えられた予算
である。屋内型キッズスペースや（仮
称）新羽黒保育園など子育て施策に
民間のノウハウをいかしている。

反対 岡
議員

民間依存となる次の3つの事業に反
対。
①屋内型キッズスペース整備
②子育て世帯に向けての新たな訪問
支援事業
③（仮称）新羽黒保育園、羽黒子育
て支援センター整備

すべての
賛否一覧
はこちら

議案等
番　号 件名

議
決
結
果

日本共産党
犬山市議団

公明
クラブ 創犬会 清風会

小
川
隆
広

岡　
　

覚

岡
村
千
里

島
田
亜
紀

諏
訪　

毅

増
田
修
治

光
清　

毅

小
川
清
美

畑　

竜
介

玉
置
幸
哉

柴
田
浩
行

大
沢
秀
教

鈴
木
伸
太
郎

沼　

靖
子

久
世
高
裕

柴
山
一
生

丸
山
幸
治

ビ
ア
ン
キ
恵
子

第1号議案 財産の無償貸付けについて 可決 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × ○

第9号議案
修 正 案

犬山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部改正についてに対する修正動議 否決 ○ ○ ○ × × × × × × × 議 × × × × × ○ ×

第9号議案 犬山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正について 可決 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第14号議案 犬山市国民健康保険税条例の一部改正について 可決 × × 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

第19号議案 令和７年度犬山市一般会計予算 可決 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第20号議案 令和７年度犬山市国民健康保険特別会計予算 可決 × × 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和7年1月臨時議会、2月定例議会　議案等の賛否（全員一致以外のもの）
○：賛成　×：反対　議：議長　除：除斥　退：退席　欠：欠席
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一  般  質  問

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

乳
幼
児
が
い
る
マ
マ
へ
の

支
援
に
つ
い
て

避
難
所
に
つ
い
て

　

〜
国
の
運
営
指
針
改
定
を
受
け
て

公
園
の
遊
具
に
つ
い
て

総
務
省
の
ル
ー
ル
が
厳
格
化

さ
れ
た
事
に
よ
り
、
令
和
5
年

度
よ
り
対
応
を
し
て
き
た
取

り
組
み
と
そ
の
結
果
に
つ
い

て
問
う
。

1
つ
目
は
、
精
力
的
に
新
規
事

業
者
を
開
拓
し
、
46
事
業
所
を

訪
問
し
、
1
2
7
品
目
を
増
や

し
ま
し
た
。
2
つ
目
は
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
7
つ
増
設
し
、

3
つ
目
と
し
て
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
返
礼
品
画
像
の
見
栄
え

を
良
く
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

新
し
い
取
り
組
み
に
よ
る
令

和
6
年
度
の
影
響
額
は
、
1
月

末
時
点
で
約
4
，8
0
0
万
円

と
試
算
し
て
い
ま
す
。

前
回
提
案
し
た
現
地
決
済
型

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

導
入
か
ら
ど
の
程
度
の
効
果

が
あ
っ
た
か
問
う
。

寄
附
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
令

和
5
年
度
で
約
3
5
0
万
円
、

令
和
6
年
度
で
は
1
月
末
現

母
親
に
と
っ
て
、
気
兼
ね
な
く

搾
乳
す
る
場
所
が
少
な
く
、
仕

方
な
く
公
共
ト
イ
レ
で
搾
乳

せ
ざ
る
を
得
な
い
母
親
も
い

る
現
状
が
あ
る
。
市
役
所
な
ど

の
授
乳
ス
ペ
ー
ス
を
、
乳
児

連
れ
で
な
く
て
も
気
兼
ね
な

く
利
用
で
き
る
よ
う
に
搾
乳

も
可
能
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

な
ど
を
掲
示
し
て
は
ど
う
か
。

公
共
施
設
や
市
内
の
授
乳
ス

ペ
ー
ス
に
も
同
様
の
取
り
組

み
を
広
げ
、
誰
も
が
安
心
し
て

搾
乳
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
は
ど
う
か
と
考
え
る

が
市
の
見
解
は
。

当
市
で
は
、
乳
幼
児
の
授
乳
や

オ
ム
ツ
替
え
が
で
き
る
場
所

を
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
し
て

登
録
し
、
安
心
し
て
外
出
で
き

る
環
境
作
り
を
支
援
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
28
か
所
の
公
共
施
設

と
10
か
所
の
民
間
施
設
や
店

舗
が
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
と
し
て

現
時
点
で
の
避
難
所
の
備
蓄

ト
イ
レ
数
と
1
基
当
た
り
の

対
象
人
数
及
び
一
人
当
た
り

の
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
大
き
さ

は
。

ト
イ
レ
の
備
蓄
は
5
0
0
基

で
、
50
人
当
た
り
1
基
を
目
安

と
し
市
内
防
災
倉
庫
に
分
散

配
備
し
て
い
ま
す
。
発
災
時
に

は
避
難
者
数
に
あ
わ
せ
て
必

要
な
数
を
避
難
所
へ
配
置
し

ま
す
。
ま
た
、
避
難
ス
ペ
ー
ス

は
、
一
人
当
た
り
2
〜
3
㎡
を

目
安
と
し
て
、
市
内
33
か
所
の

指
定
避
難
所
で
約
6
，4
0
0

人
受
け
入
れ
可
能
で
す
。

内
閣
府
は
昨
年
12
月
に
避
難

所
運
営
の
指
針
を
国
際
基
準

に
改
定
し
た
が
、
主
な
内
容
と

市
へ
の
影
響
は
。

改
定
内
容
と
し
て
、
ト
イ
レ
は

災
害
発
生
の
中
期
段
階
で
は

20
人
当
た
り
1
基
と
す
る
こ

と
や
、
女
性
用
と
男
性
用
の
割

合
が
3
対
1
と
な
る
よ
う
対

当
市
の
公
園
遊
具
の
多
く
は
、

高
度
経
済
成
長
期
の
住
宅
団

地
開
発
期
に
施
工
さ
れ
た
も

の
も
多
い
。
公
園
遊
具
の
安
全

と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

老
朽
化
し
た
遊
具
も
多
い
う

え
、
新
設
や
更
新
が
ほ
と
ん
ど

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
公
園
の

魅
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
既
存
遊
具
は
安
全
に

使
用
で
き
る
よ
う
年
6
回
の

点
検
を
実
施
し
、
修
繕
や
危

険
と
判
断
し
た
も
の
は
使
用

禁
止
や
撤
去
を
行
っ
て
い
ま

す
。
撤
去
後
の
新
設
に
つ
い
て

は
、
地
元
要
望
を
伺
い
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。

遊
具
の
充
実
し
た
遊
び
た
く

な
る
公
園
が
近
所
に
あ
る
こ

と
は
市
の
魅
力
発
信
の
た
め

に
も
大
切
だ
と
考
え
る
。
今
後

の
展
望
を
伺
う
。

街
区
公
園
の
理
想
の
姿
で
あ

る
地
域
に
根
差
し
た
公
園
に

在
で
約
1
，0
0
0
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
動
販
売
機
に
よ
る
ふ
る
さ

と
納
税
の
仕
組
み
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
は
全
国
で
50

団
体
ほ
ど
あ
る
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

今
後
も
先
進
自
治
体
を
参
考

に
、
自
動
販
売
機
方
式
も
含
め

て
、
寄
附
者
が
手
軽
に
寄
附
を

で
き
る
よ
う
な
様
々
な
方
法

に
つ
い
て
、
幅
広
く
調
査
研
究

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

登
録
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
で

授
乳
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
は
、
ひ
と
り
で
外
出
す
る

母
親
が
、
搾
乳
の
た
め
だ
け
に

利
用
す
る
こ
と
を
拒
む
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
赤
ち
ゃ

ん
連
れ
の
母
親
に
限
定
し
て

い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
方

や
、
女
性
ひ
と
り
で
利
用
す
る

こ
と
に
違
和
感
を
抱
く
方
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は

公
共
施
設
か
ら
、
神
奈
川
県
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
を
活

用
し
、
社
会
全
体
で
理
解
が
深

ま
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

応
、
避
難
所
で
の
一
人
当
た
り

の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
最
低
3
・

5
㎡
確
保
す
る
こ
と
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
所
の

居
住
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な
る

こ
と
で
、
各
避
難
所
で
の
受
入

可
能
人
数
が
減
少
し
ま
す
が
、

災
害
対
応
に
あ
た
る
職
員
体

制
を
考
え
る
と
、
こ
れ
以
上
避

難
所
を
増
や
せ
ま
せ
ん
。
発
災

後
の
フ
ェ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
改

定
指
針
に
沿
っ
た
避
難
所
の

運
営
を
目
指
し
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
自

助
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
一

層
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

す
る
た
め
、
地
域
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
遊
具
を
設
置
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
公
園
を

設
け
、
子
ど
も
向
け
遊
具
の
再

整
備
等
を
行
い
、
利
用
頻
度
等

の
検
証
を
行
い
ま
す
。

多
種
多
様
性
社
会
と
な
っ
て

い
る
中
、
誰
も
が
利
用
で
き
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
導

入
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

導
入
は
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
今
年
度
整
備

す
る
ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
に
て

設
置
予
定
で
す
。
導
入
後
、
検

証
を
行
い
、
他
公
園
へ
の
導
入

を
検
討
し
ま
す
。

創犬会
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子
ど
も
の
歯
の
健
康
に
つ
い
て

電
話
通
訳
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

消
防
本
部
の
今
と
未
来

　

〜
安
心
・
安
全
の
た
め
に

市
役
所
の
開
庁
時
間
の
短
縮
に

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
?

今
ま
で
に
、
子
ど
も
の
歯
科
保

健
事
業
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

1
歳
6
か
月
児
健
診
か
ら
歯

科
健
診
と
フ
ッ
化
物
塗
布
を
、

市
内
の
全
て
の
子
ど
も
未
来

園
な
ど
で
フ
ッ
化
物
洗
口
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯

と
口
の
健
康
セ
ン
タ
ー
事
業

で
、
全
年
齢
を
対
象
と
し
た
歯

科
健
診
と
フ
ッ
化
物
塗
布
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
虫
歯
罹
患
率
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
虫

歯
有
病
率
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
中
学
校
１
年
生
の
虫
歯
有

病
率
が
県
下
平
均
の
約
1
・
4

倍
と
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

小
学
校
に
お
け
る
食
後
の
歯

磨
き
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

「
市
役
所
窓
口
に
電
話
通
訳
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で

難
し
か
っ
た
言
語
に
も
対
応

で
き
る
体
制
と
し
ま
す
」、
と

施
政
方
針
に
あ
る
が
、
こ
の
電

話
通
訳
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
の

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
な
の
か
。

電
話
通
訳
シ
ス
テ
ム
は
現
在
、

通
訳
が
可
能
な
「
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
」「
ス
ペ
イ
ン
語
」「
中
国

語
」「
英
語
」
な
ど
の
6
言
語

に
加
え
て
、
そ
れ
以
外
の
言
語

や
、
課
題
で
あ
っ
た
即
時
の
対

応
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
行

政
用
語
に
対
応
で
き
る
電
話

通
訳
シ
ス
テ
ム
で
す
。
活
用

場
面
と
し
ま
し
て
は
、
例
え

ば
、
外
国
人
市
民
が
来
庁
し
た

際
に
、
市
窓
口
担
当
者
が
多
言

語
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話

を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国

人
市
民
、
窓
口
担
当
者
と
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
通
訳
者
と
の
間

で
、
電
話
通
訳
が
可
能
と
な
る

2
地
点
3
者
間
通
訳
で
す
。
そ

近
年
の
地
震
発
生
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、

消
防
本
部
の
機
能
維
持
が
重

要
で
あ
る
。
現
庁
舎
の
課
題
や

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

現
消
防
本
部
庁
舎
は
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
平
成
15

年
度
に
耐
震
改
修
工
事
を
実

施
し
、
地
震
対
策
は
講
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
フ
ロ
ア
に
緊

急
地
震
速
報
端
末
を
設
置
し
、

地
震
速
報
時
に
は
、
消
防
車
両

を
移
動
さ
せ
、
車
両
の
破
損
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
出
動
態
勢
を

整
え
る
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

消
防
本
部
を
伺
っ
た
際
に
課

題
を
感
じ
た
。
施
設
環
境
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

不
足
や
男
性
仮
眠
室
が
個
室

化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
特
に

女
性
職
員
の
出
動
時
の
動
線

に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
訓
練
施

開
庁
時
間
の
短
縮
を
行
う
自

治
体
が
あ
る
が
、
そ
の
自
治
体

の
目
的
に
つ
い
て
、
市
は
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

先
行
自
治
体
に
聞
き
取
り
を

し
た
と
こ
ろ
、
短
縮
し
た
時

間
を
新
た
な
政
策
立
案
等
に

使
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

市
長
は
、
市
役
所
の
開
庁
時
間

の
短
縮
に
取
り
組
む
考
え
が

あ
る
の
か
。

2
月
の
幹
部
連
絡
会
で
、
実
施

に
向
け
た
検
討
を
職
員
に
指

示
し
ま
し
た
。
開
庁
時
間
短
縮

で
生
み
出
す
時
間
の
活
か
し

方
で
す
が
、
始
業
前
の
打
ち
合

わ
せ
や
会
議
、
他
の
部
署
と
の

連
携
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実
と
活
性
化
に

つ
な
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
時
代

の
変
化
に
対
応
で
き
る
持
続

可
能
な
創
造
性
の
あ
る
取
組

を
進
め
る
た
め
の
政
策
立
案

の
時
間
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

給
食
後
の
歯
磨
き
に
つ
い
て

は
、
10
校
す
べ
て
で
推
奨
し
て

お
り
、
5
校
で
一
斉
実
施
し
て

い
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
健

康
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、歯
磨
き
と
は
別
に
、フ
ッ

化
物
洗
口
を
提
案
す
る
が
、
市

の
考
え
は
。

フ
ッ
化
物
洗
口
は
成
長
期
の

子
ど
も
に
と
っ
て
有
効
な
予

防
手
段
の
一
つ
で
す
が
、
洗
口

時
の
薬
剤
管
理
や
見
守
り
と

い
っ
た
課
題
も
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
、
全
国
的
な
動
向
や
他

市
町
の
実
施
状
況
を
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

の
他
に
も
、
外
国
人
市
民
が
市

に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
な
ど

を
す
る
際
や
、
市
窓
口
担
当
者

が
外
国
人
市
民
に
対
し
て
電

話
を
か
け
る
際
な
ど
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
対
応
可
能
な

言
語
数
は
、
先
に
述
べ
た
6
言

語
に
加
え
て
、「
ベ
ン
ガ
ル
語
」

な
ど
通
訳
者
の
確
保
が
困
難

な
言
語
を
含
む
20
言
語
程
度

と
な
る
予
定
で
す
。
こ
の
電
話

通
訳
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き

る
窓
口
は
市
役
所
窓
口
を
は

じ
め
、
出
張
所
な
ど
の
出
先
機

関
、
子
ど
も
未
来
園
、
小
中
学

校
な
ど
で
の
活
用
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

設
に
お
い
て
も
制
限
が
あ
り
、

施
設
の
課
題
を
工
夫
し
な
が

ら
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
職
員

の
負
担
は
少
な
か
ら
ず
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
消
防
に
携
わ
る
職
員
の

働
き
や
す
さ
や
、
市
民
の
利
便

性
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

令
和
4
年
度
の
「
消
防
本
部
庁

舎
整
備
基
本
構
想
」
に
基
づ

き
、
整
備
を
進
め
ま
す
。
災
害

に
強
く
、
訓
練
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
備
え
、
消
防
職
員
の
執

務
環
境
や
休
息
で
き
る
環
境

整
備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
推

進
し
ま
す
。
防
火
研
修
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
意
見

を
集
約
し
検
討
し
ま
す
。

す
。
ま
た
、
D
X
推
進
の
取
組

と
し
て
、
来
庁
さ
れ
る
市
民

の
手
続
き
を
一
つ
で
も
減
ら

す
た
め
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
に
、
コ
ン
ビ
ニ

で
住
民
票
等
を
発
行
す
る
際

の
手
数
料
に
つ
い
て
、
市
役
所

の
窓
口
で
発
行
す
る
よ
り
減

額
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
開
庁
時
間
の
短
縮

は
、
市
民
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、
周
知
の
方
法
な
ど
を
検
討

し
て
、
早
期
に
実
施
時
期
を
定

め
て
、
令
和
7
年
度
中
に
実
施

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
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小
中
学
校
の
修
学
旅
行
に
つ
い
て

楽
田
地
区
の
交
差
点
の
安
全
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
?

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と

利
用
に
つ
い
て

主
権
者
教
育
に
つ
い
て

近
年
の
物
価
高
騰
や
実
質
賃

金
が
伸
び
な
い
中
で
、
宿
泊
費

用
の
高
騰
や
バ
ス
代
の
料
金

の
値
上
が
り
な
ど
で
修
学
旅

行
費
用
の
保
護
者
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
心
配
す

る
が
、
費
用
の
変
化
に
つ
い
て

教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
行
き
先

に
つ
い
て
も
変
化
が
あ
れ
ば

答
弁
を
求
む
。

修
学
旅
行
の
行
き
先
に
つ
い

て
は
、
愛
知
県
の
修
学
旅
行

実
施
基
準
の
中
で
一
定
の
方

向
性
が
示
さ
れ
、
小
学
校
は

「
郷
土
を
中
心
と
し
た
近
隣
府

県
」、
中
学
校
は
「
中
部
、
近

畿
、
関
東
地
方
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
令
和
6
年
度
は
小
学
校

は
1
泊
2
日
で
京
都
府
、
奈
良

県
、
中
学
校
は
2
泊
3
日
で

東
京
都
を
訪
問
し
、
学
校
ご
と

で
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
山
梨

県
の
い
ず
れ
か
を
組
み
合
わ

せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
感
染
リ
ス
ク
を
鑑

【
楽
田
南
東
部
】
県
道
荒
井
大

草
線
（
楽
田
と
小
牧
市
の
池
の

内
・
桃
花
台
方
面
を
結
ぶ
道
路
）

と
、
市
道
楽
田
桃
花
台
線
（
犬

山
総
合
高
校
北
側
の
道
路
）
と

の
交
差
点
、
市
道
側
の
拡
幅
で

交
通
量
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

安
全
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

市
道
楽
田
桃
花
台
線
は
、
令
和

5
年
度
か
ら
拡
幅
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
令
和
7
年
度
に

第
三
荒
井
池
南
付
近
か
ら
県

道
荒
井
大
草
線
と
の
交
差
点

ま
で
の
整
備
が
完
了
す
る
予

定
で
す
。
交
差
点
の
形
状
自
体

は
大
き
く
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

安
全
性
向
上
の
た
め
、
路
肩

に
設
置
し
て
い
る
防
護
柵
を
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
見
通
し

の
良
い
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
に
取

り
換
え
た
り
、
交
差
点
の
隅
切

り
の
拡
幅
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
楽
田
北
部
】
都
市
計
画
道
路

蝉
屋
長
塚
線
と
富
岡
荒
井
線

市
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
は
何
か

所
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た

デ
ー
タ
や
カ
メ
ラ
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
問
う
。

市
全
体
で
2
2
8
か
所
に

3
1
5
基
設
置
し
て
い
ま
す
。

毎
年
4
月
に
3
月
末
時
点
の

設
置
状
況
調
査
と
併
せ
て
機

器
の
点
検
を
し
て
い
ま
す
。
画

像
デ
ー
タ
は
犯
罪
発
生
抑
止

以
外
の
目
的
の
利
用
と
、
第
三

者
へ
の
提
供
を
禁
じ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
警
察
か
ら
の
提

供
依
頼
が
あ
る
場
合
は
提
供

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
や
放
火
等
を
防
ぐ

た
め
の
、
ご
み
集
積
場
へ
の
設

置
状
況
は
ど
う
か
。

令
和
7
年
2
月
末
時
点
で
79

台
で
す
。
不
法
投
棄
監
視
カ
メ

ラ
は
、
町
会
長
か
ら
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
1
町
内
に
つ

き
1
台
を
貸
し
出
し
て
い
る

ほ
か
、
過
去
に
不
法
投
棄
な
ど

が
行
わ
れ
た
場
所
な
ど
に
設

市
内
中
学
校
の
30
万
選
挙
と

言
う
事
業
を
報
道
で
見
て

び
っ
く
り
し
た
。
主
権
者
教
育

と
し
て
市
内
4
中
学
校
に
そ

れ
ぞ
れ
市
か
ら
30
万
円
の
予

算
を
渡
し
、
学
校
を
活
性
化
す

る
ア
イ
デ
ア
を
生
徒
た
ち
自

身
で
出
し
て
も
ら
う
。
生
徒
は

そ
の
30
万
円
の
使
い
道
の
ア

イ
デ
ア
の
公
約
を
掲
げ
る
政

党
を
作
っ
た
。
そ
し
て
選
挙
用

の
通
貨
を
作
り
、
推
し
の
政
党

に
寄
附
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

作
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
た
。
犬
山
中
学
校
で
は
30
万

円
を
使
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
花

火
を
あ
げ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
思
い
で
こ
の
よ
う
な
事
業

が
実
施
さ
れ
た
の
か
。

市
内
4
中
学
校
で
行
わ
れ
た

主
権
者
教
育
事
業
は
、
令
和

4
年
に
実
施
さ
れ
た
職
員
提

案
事
業
に
お
い
て
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。
若
者
の
低
投
票

率
の
原
因
は
、「
よ
く
わ
か
ら

み
、
長
野
県
や
静
岡
県
、
福
井

県
、
石
川
県
、
兵
庫
県
、
大

阪
府
な
ど
、
様
々
な
目
的
地

を
選
定
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
期
間
を
除
け
ば

目
的
地
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
せ
ん
。
費
用
に
関
し
て

は
、
令
和
6
年
度
は
小
学
校
の

平
均
額
は
2
万
9
，8
9
7
円

と
な
っ
て
お
り
、
5
年
前
に
比

べ
て
6
，5
0
0
円
ほ
ど
上
昇

し
て
い
ま
す
。
中
学
校
の
平

均
額
は
6
万
1
，2
2
9
円
と

な
っ
て
お
り
、
5
年
前
よ
り

6
，0
0
0
円
の
上
昇
と
な
っ

て
い
ま
す
。

と
の
交
差
点
、
県
道
善
師
野
西

北
野
線
と
の
交
差
点
も
含
め

安
全
対
策
は
ど
う
な
る
の
か
。

蝉
屋
長
塚
線
は
、
昨
年
度
か
ら

予
備
設
計
に
着
手
し
て
お
り
、

議
員
ご
質
問
の
交
差
点
も
含

め
、
交
差
点
の
形
状
や
交
通
規

制
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
安
委
員
会
の
協
議
に
時
間

を
要
し
て
お
り
、
引
き
続
き
協

議
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

置
し
て
い
ま
す
。
町
会
長
か
ら

設
置
の
相
談
が
あ
っ
た
際
に

は
環
境
課
職
員
が
現
地
確
認

し
、
町
会
長
に
土
地
所
有
者
の

承
諾
と
町
内
会
構
成
員
の
合

意
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
う

え
で
設
置
し
ま
す
。

町
会
長
か
ら
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
人
を
特
定
し
て
注
意
す

る
た
め
デ
ー
タ
を
確
認
し
た

い
と
要
望
が
あ
る
場
合
は
、
市

は
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

デ
ー
タ
の
提
供
は
行
わ
な
い

で
す
が
、
市
職
員
が
不
法
投
棄

を
確
認
で
き
た
場
合
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
配
慮
の
う
え
、
そ
の
画

面
を
印
刷
し
、
窓
口
で
見
て
い

た
だ
く
対
応
を
し
ま
す
。

な
い
」
と
か
「
投
票
に
行
っ
て

も
政
治
は
変
わ
ら
な
い
」
と
い

う
無
力
感
を
感
じ
て
い
る
た

め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
政

策
を
立
案
し
、
投
票
で
決
定
す

る
こ
と
で
、
学
校
で
の
生
活
や

環
境
を
変
え
る
体
験
を
し
て

も
ら
う
事
業
と
し
て
令
和
5

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
概
に
事
業
の
成
果
や
効
果

を
図
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
自
分
た
ち
で
政
治
や
社
会

を
動
か
し
た
と
い
う
実
感
や

体
験
を
し
て
も
ら
え
る
有
意

義
な
事
業
と
捉
え
て
い
ま
す
。

一  般  質  問

創犬会
玉置　幸哉

清風会
鈴木伸太郎

清風会
柴山　一生 丸山　幸治
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を
!

育
児
休
暇
退
園
制
度
の

廃
止
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
子

ど
も
た
ち
が
放
課
後
に
家
庭

の
よ
う
な
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲

気
の
中
で
過
ご
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
。
国
基
準
の
一
人
当
た

り
1
・
65
㎡
で
は
狭
い
。
ま
た
、

夏
休
み
な
ど
で
は
、
利
用
す
る

子
ど
も
が
増
え
大
変
な
状
況

と
聞
く
。
国
基
準
以
上
の
面
積

や
、
職
員
の
配
置
が
必
要
で
は

な
い
か
。

条
例
で
は
、
児
童
一
人
当
た
り

1
・
65
㎡
以
上
と
い
う
面
積
基

準
や
、
児
童
40
人
に
対
し
2
人

以
上
の
職
員
を
配
置
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
基
準

を
満
た
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み

な
ど
利
用
児
童
数
が
増
え
る

時
は
、
部
屋
を
増
や
し
た
り
ア

ル
バ
イ
ト
職
員
を
充
て
対
応

し
て
い
ま
す
の
で
、
基
準
を
見

直
す
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

土
曜
日
や
長
期
休
暇
の
昼
食

（
弁
当
）
の
対
応
に
つ
い
て
保

仕
事
を
し
な
が
ら
も
安
心
し

て
2
人
目
の
お
子
さ
ん
を
産

み
育
て
、
み
ん
な
が
保
育
園
に

通
え
る
環
境
づ
く
り
は
と
て

も
大
事
で
あ
る
。
育
児
休
暇
退

園
制
度
の
廃
止
は
、
保
育
園
に

通
わ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
か

ら
の
切
実
な
お
願
い
の
声
で

あ
る
。
市
と
し
て
、
制
度
廃
止

を
い
つ
頃
か
ら
と
考
え
て
い

る
か
。
待
機
児
童
を
な
く
す
、

育
児
休
暇
退
園
制
度
を
廃
止

す
る
に
は
当
然
保
育
士
の
確

保
が
大
事
。
令
和
8
年
度
に
は

民
間
事
業
者
の
運
営
に
よ
る

（
仮
称
）
羽
黒
保
育
園
が
開
園

さ
れ
、
保
育
士
の
確
保
が
で
き

る
は
ず
。
な
ら
ば
今
後
、
民
間

の
小
規
模
保
育
園
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
廃
止
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
だ
が
見
解

は
。

民
間
事
業
者
に
よ
る
小
規
模

保
育
園
の
活
用
も
選
択
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で

護
者
か
ら
弁
当
の
要
望
が
あ

る
の
に
市
が
主
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

ま
た
、
弁
当
を
保
管
す
る
た
め

の
冷
蔵
庫
を
設
置
し
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
に
ど
う
応
え

て
い
く
か
。

現
在
保
護
者
会
が
行
っ
て
い

る
弁
当
事
業
は
、
利
用
率
が
2

割
程
度
で
す
の
で
市
が
主
体

的
に
行
う
こ
と
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
冷
蔵
庫
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
夏
休
み
な
ど
は
80

個
程
度
の
弁
当
を
保
管
す
る

必
要
が
あ
り
困
難
で
す
が
、
大

型
の
保
冷
バ
ッ
ク
な
ど
の
対

応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

は
市
内
に
は
設
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。（
仮
称
）
羽
黒

保
育
園
が
開
設
さ
れ
た
と
し

て
も
、
余
裕
を
持
っ
た
保
育
士

の
確
保
は
困
難
な
状
況
に
あ

り
、
そ
の
見
通
し
が
立
た
な
い

こ
と
に
は
、
そ
の
時
期
を
明
確

に
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

一  般  質  問

日本共産党
犬山市議団
岡村　千里

ビアンキ
恵子

基
本
的
人
権
擁
護
の
立
場
か
ら

認
知
症
に
対
す
る
施
策
強
化
を

児
童
虐
待
に
よ
る
悲
し
い
事
件
を

二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に

認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画

の
策
定
が
市
町
村
の
努
力
義

務
で
あ
る
が
、
ま
だ
で
き
て
い

な
い
。
準
備
は
ど
う
か
。

愛
知
県
の
計
画
の
策
定
は
未

定
だ
が
、
そ
の
作
業
を
待
つ
こ

と
な
く
、
令
和
8
年
度
に
当
市

の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
新

年
度
予
算
に
必
要
な
実
態
調

査
の
経
費
を
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

認
知
症
の
早
期
発
見
と
適
切

な
治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
な

「
も
の
忘
れ
検
診
」
な
ど
の
事

業
を
実
施
で
き
な
い
か
。

当
市
に
お
い
て
医
療
機
関
委

託
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
検
診
」

は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
令

和
5
年
度
よ
り
「
フ
レ
イ
ル
予

防
事
業
」
と
し
て
70
歳
、
76

歳
を
対
象
と
し
た
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
票
で
認
知
症
の
早

期
発
見
の
た
め
の
項
目
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ェ
ッ
ク

に
よ
り
、
認
知
症
へ
の
リ
ス
ク

児
童
虐
待
疑
い
死
亡
事
件
に

つ
い
て
、
市
（
要
保
護
児
童
対

策
協
議
会
）
の
内
部
検
証
会
議

の
報
告
書
で
は
、
市
担
当
部
局

の
体
制
の
脆
弱
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。
ど
う
体
制
強
化
を

図
る
か
。

県
の
児
童
相
談
所
と
の
情
報

共
有
を
改
善
し
、
実
務
者
会
議

の
参
加
機
関
を
増
や
し
、
よ
り

多
角
的
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
人
員
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

市
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
保
育

園
が
何
度
も
S
O
S
を
出
し

て
い
た
が
、
児
童
相
談
所
か
ら

「
連
絡
さ
れ
る
た
び
に
会
議
を

開
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

で
、
そ
ん
な
に
連
絡
し
て
も

ら
っ
て
は
困
る
」
と
い
う
対
応

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
大
問

題
だ
が
、
県
か
ら
何
か
反
応
は

あ
っ
た
か
。

市
の
報
告
書
に
対
し
て
県
か

ら
の
特
別
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
方
に

対
し
て
は
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん

相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が

自
宅
へ
の
訪
問
を
行
い
、
聞
き

取
り
や
必
要
に
応
じ
、
医
療
機

関
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
ま
す
。

認
知
症
の
人
が
事
故
を
起
こ

し
た
時
に
備
え
る
「
保
険
料
無

料
の
賠
償
補
償
制
度
」
を
実
施

す
べ
き
で
は
。

ご
指
摘
の
無
料
化
に
つ
い
て

は
、
認
知
症
施
策
推
進
計
画
の

策
定
の
中
で
、
当
市
が
実
施
す

べ
き
認
知
症
施
策
を
見
極
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
し
て

は
、
児
童
相
談
所
に
対
し
「
保

護
解
除
前
に
は
必
ず
情
報
を

共
有
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

し
、
現
在
は
解
除
前
に
ケ
ー
ス

会
議
が
確
実
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
二
度
と
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。

日本共産党
犬山市議団
岡　覚

清風会
久世　高裕
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犬山総合高校・犬山高校との意見交換会
　犬山市議会では、市民が議会で発言する機会を確保し、議会への関心を高め、市民により身近で開かれ

た議会の実現に努めています。

　若い世代の率直な意見を聞くため、議員が市内の高校を訪問しました。

犬山高校　　令和7年3月7日（金）
1年、2年の生徒の皆さんの率直なスピーチに耳を傾け、意見交換を行いました。

犬山総合高校　　令和7年1月24日（金）
3年4組・5組の生徒の皆さんと議員が一緒にグループワークを行い、課題テーマについて意見交換、生徒

による意見発表を行いました。

件名1 犬山市の図書館の活用について

内容

犬山市立図書館の若者の利用が少ないと感じる。カフェを併設
したらどうか。飲食スペースと読書スペースを交互に設けて空
間を分離することで、カフェも利用しながら、本への損傷も防
げる。また、現在の図書館は室内が暗いので、照明を明るくす
べき。利用者が来てよかったと思えるような温かい読書空間に
してほしい。

議員より

図書館の付加価値として、カフェの併設が近隣市町でも始まっ
ている中で、図書館をより身近に感じていただく手法を幅広く
考えなければいけないと感じました。犬山駅近隣での居場所づ
くりを図書館のあり方とともに研究してまいりたいと思います。

件名2 犬山市内に学習できるカフェ・施設を作ってほしい

内容

市内に友達と気軽に勉強ができるカフェを作ってほしい。カフェ
で勉強するメリットは飲食が可能であること、会話ができるこ
と、長時間利用ができることなど。市内の高校生は値段を半額
にするなど工夫すれば学生の利用者が増え、店側もメリットが
ある。すでに西尾市で事例があり、店も市も活性化されると考
えるため、導入を検討してほしい。

議員より

実現にはさまざまな課題もありますが、「高校生が学習しやすい
環境を求めている」という視点は、まちづくりを考えるうえで
重要な気づきとなりました。これからの未来を皆さんと一緒に
作っていけたらと思います。

件名3 犬山市内に最新プリクラ機を設置して活性化

内容

最近の女子高生は盛れるプリクラを撮るために電車で名古屋ま
で出かけていく。人気のプリクラ機を駅構内や城下町のシャッ
ター店などに設置すれば、人が集まり犬山の賑わいづくりにも
繋がると考える。

議員より

若者の市内滞在時間を増やし、地域活性化につながる大変良い
アイデアであると感じました。ただプリクラは維持費がかかる
ため、カフェや商業施設と併設することで導入しやすくなると
考えます。観光要素を活かしたオリジナルプリクラを導入すれ
ば観光客にも魅力になります。今後も地域を盛り上げるアイデ
アを一緒に考えていくことができれば嬉しく思います。

件名4 犬山市地下道計画

内容

犬山駅西口地下道は暗く、怖いと感じる。また駅から犬山高校
までの歩道は狭く、大変危険である。そこで、現在の地下道を
犬山高校まで延長した地下道「B1DOG（B1=地下、DOG=犬山」
を提案する。中に商業施設を入れれば、市民や観光客にとって
の利便性も高くなる。

議員より

今まで考えたこともない壮大な計画で、聞いているこちらも想
像するに楽しい計画でした。現状の地下道には、私たちも課題
を感じていますので、今後も豊かな発想をベースに、様々なア
イデアをいただければと思います。

テーマ1 住み続けたいまちってどんなまち?

内容

住み続けたいまちは、住みやすいまちである。海外の人も住み
やすい環境、子育て支援の充実。犬山ならではの「鵜飼」に興
味を持てる工夫として、紹介動画や親子招待の機会をつくるこ
とを提案する。

議員より
主体的に課題や解決策の提案を述べていただき、子ども向けの
イベントや鵜飼に興味を持ってもらう工夫など、気づきになっ
たところもありました。今後、研究させていただきます。

テーマ2 政治無関心の理由

内容

若者は政治に無関心ではなく、SNSを通じて関心を持つことが
多い。議会の様子などを短い動画で発信するとよい。TikTokや
YouTubeショート動画を活用し、最初の一瞬で惹きつける情報
発信の工夫が必要。

議員より

学生の皆さんが、想像をはるかに超える程、政治に関心があり、
勉強されており、深く感銘を受けました。ニュースになるよう
な国政だけでなく、お住まいの地域の政治へも興味関心を持っ
ていただければ幸いです。

テーマ3 暮らしやすい街づくりとは?

内容

犬山市には外国人居住者が多く、ごみ袋の多言語表記などの配
慮がされている。外国人が増えても、美しいまちを維持する工
夫が必要。誰もが住みやすいまちにするには、一人一人の気遣
いと福祉の心が大切。

議員より

「まちづくり」においてさまざまな視点がある中で、ソフト面に
注目した学習をされたのだと思いました。多文化共生は今後も
重要な課題だと認識しています。思いやりのある温かいまちづ
くりを目指したいと考えます。

テーマ4 少子化について

内容

犬山は学校給食の自校調理や入鹿池のワカサギ釣りなど、住む
魅力も多い。その魅力が十分に発信されておらず、知られてい
ないことが課題。観光地で魅力を紹介するショート動画を発信
するなど工夫が必要。

議員より

皆さんのご指摘どおり、犬山の良いところを上手く発信できて
いなかったと改めて認識しました。他に埋もれている良いもの
を探し、様々な方法で発信し、移住に繋がるよう、議会活動の
中に活かしていきたいと考えます。

テーマ5 地域の自然科学課題としての自然と防災

内容

犬山市には木曽川があり、地震発生時には氾濫のリスクがある
ため、平地の高台に避難所を設けるべき。分かりやすいように、
避難所の建物の色を変えるなど、区別しやすくすることが望ま
しい。

議員より

目立つ色の施設など、高校生らしい提案に刺激を受けました。
どこで被災しても対応できるよう、平時から意識して準備をす
ることの大切さを認識してくれたことは、皆さんの将来に役立
つ大きな収穫だと感じます。
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様の「桃太郎神社の仲間たち」を使用させていただきました。ありがとうございました。

～ いつも市民の一番身近に ・ いぬやま市議会だより ～
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集
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記
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も
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員
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定
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ニ
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取
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。
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■
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田
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・
光
清
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・

　
　

島
田
亜
紀
・
沼
靖
子

市
議
会
広
報
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員
会　
　
　
　

増
田　

修
治

議長交際費はこのように使われました
令和6年度

交際費の項目 件　数 支出額

葬儀弔電・供花 5 23,485

視察先等手土産 14 74,740

視察受入時茶菓子等 9 15,022

研修会等講師会食 3 30,800

会合等会費 3 26,000

合計 34 170,047
令和7年3月31日現在（単位：円）

政務活動費の収支報告はこちら
（全ての収支報告を公開しています）

今号の表紙
小原英二様の「犬山花火大会」を使用させてい
ただきました。ありがとうございました。

6月定例議会で審議・審査する請願・陳情の受理は
5月23日㈮正午までです。

次回 2 月定例議会　日程予定
日 月 火 水 木 金 土
6/1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

7/1

4

11

18

25

2

5

12

19

26

3

6

13

20

27

4

7

14

21

28

5

一般質問 議案質疑

全員協議会 委員会

最終日

再開日 一般質問

次回 6 月定例議会　日程予定
日 月 火 水 木 金 土
2/23

2

9

16

23

24

3

10

17

24

25

4

11

18

25

26

5

12

19

26

27

6

13

20

27

28

7

14

21

28

3/1

8

15

22

29

一般質問

議案質疑一般質問 委員会

委員会

全員協議会

最終日

再開日 補正予算等


